
「若者の保守化」に思う 

 
 今回の衆院選の結果をどう読むか、混迷する政治に不安を感じながら、考えることは

多い。とりわけ気になるのが、若者の政治意識と投票行動である。 

朝日新聞 10 月 30 日朝刊から。総務省は 24 日、今回の衆院選で初めて投票できるよ

うになった 18、19 歳の一部（計 1 万 2327 人）について、投票率の速報値を発表した。

18、19 歳をあわせた投票率は 41.51％で、全体の投票率（53.68％）を下回った。 

投票率は突然の選挙ということもあり想定していた

が、写真にあるような若者の政治意識はやはり衝撃だ。 

朝日新聞の出口調査からは、特に 30 代以下の若い層

で安倍政権への評価が高いことがうかがえる。 

比例区の投票先を年代別にみると、10 代では 46％が

自民に投票。20 代は 47％、30 代も 39％が自民に入れ、

他の年代より高かった。選挙区では 10 代の 52％、20

代の 55％、30 代の 51％が自民候補に投票したと答えた。 

調査では①アベノミクスの評価、②自衛隊を明記す

る憲法 9 条改正の賛否、③安倍政権の継続を望むか、

も聞いた。3 問とも全体では賛否が拮抗する中、30 代

以下の評価は高めだった。10 代の 60％がアベノミクスを「評価する」と答え、20 代は

62％、30代は 56％と、全体平均の 48％より高い。憲法 9条改正も、10代と 30代は 52％、

20 代は 56％が「賛成」と答え、「反対」を上回った。選挙後も「安倍政権が続くのがよ

い」と答えた 10 代は 58％、20 代 61％、30 代 54％。 

調査は全国 8577 の投票所で行い、計 38 万 5826 人から有効回答を得た。 

 

 投票所での対面による、かなりの数の「出口調査」なので、調査結果の信ぴょう性も

高いであろう。正直いって、なぜ、こうした結果になるのか疑問と不安に感じた。標題

の東京新聞 10 月 29 日「時代を読む」(次ページに掲載)は、納得するところも多かった。

「時代を読む」の筆者は、政治思想史・政治哲学の宇野重規・東京大教授。『〈私〉時代

のデモクラシー』岩波新書、2010 年を読み、多くの示唆を得た。〈公〉というより、〈私〉

という問題設定に注目した。 

 35 年にわたり、大学教師を勤めたが、退職に近くなるほど学生の政治意識の変化を

感じてきた。ひと言でいえば、「現状肯定」「安定志向」というところか。時代の変化を

示すとともに、教育「改革」の影響を感じざるを得ない。大学教師としての「責任」を

痛感している。わが教員人生を振り返るなかで、じっくりと検証・評価していきたい。 

 

                             (2017 年 11 月 4 日) 



 


